
～知ってもらいたい今の現状～

南スーダンの生活環境

●テーマに関する説明

・設定理由
世界の生活様式、紛争や貧困の状況を知りた
いと考えたから。

・南スーダンを選んだ理由
探求を進める中で南スーダンが世界で一番新
しい国で、紛争や貧困など多くの課題が残っ
ている国だと知ったから。

・目的
この発表を通して南スーダンの現状を知っ
てもらい、少しでも興味を持ってもらう。

・SDGｓとの関連
１.貧困をなくそう
16.平和と公平をすべての人に

●プロジェクトの目標

・評価基準
１） 2-6Hの南スーダンの認知度が上がったか
２） このテーマについてどのくらい探求することができたか

・計画
①認知度アンケートを実施する
②南スーダンについて調べる
③発表をする
④アンケートを再び実施する
⑤結果をまとめる

国旗の意味
黒は南スーダンの民
白は平和
赤は自由のために流された血
緑は国土
青はナイル川の水
金色の星は南スーダンの団結の象徴

●プロジェクトの実施内容

はい
いいえ

南スーダンを知っているか どのようにして知ったか 知りたいと思うか

歴史: かつて、イギリスとエジプトによる共同統治下に置かれていたスーダン。 主にイスラム教を信仰する北部と
キリスト教や伝統宗教を信仰する南部を分断する植民地政策(南北間の交流禁止)がとられていた。
1956年、イギリス・エジプトから独立をする際、北部と分離・独立を求める南部の間で内戦が勃発し、2011年
まで続いた。また独立を果たした現在も不安定な状態にある。

生活環境: 水、食糧、薬、トイレ、安全に寝られる所…何もかもが不足している。
またインフラが整備されていない、国の発展に貢献する人材が少ない、保健などの公共サービスが整っていない、
産業が発展していない、就学率が世界で最も低いレベルなど、多くの課題を抱えている。

〜アンケート結果〜

現地の人たちの想い: 「子供たちが教育を受けられなくては平和は訪れない。教育は物事の善し悪しを
伝えることができる。」 →もっと学校や学習センターが必要！

○いつか立派な大人になって、お父さんに車を買ってあげたい。
○大学に行ってお医者さんになりたい。

↑武器をもつ若い兵士たち

日本との関わり: 十分なトラックもない、トレーニング環境も悪い中で練習していた南スーダンの陸上選手を、
前橋市では東京2020オリンピック・パラリンピックに向けた長期事前キャンプとして、2019年
11月から受け入れた。選手団の滞在にかかる費用は、市のふるさと納税などが活用され、
整備された環境での練習だけでなく、食事や住まいもすべて提供、週4で日本語の勉強や
地域の方や子供たちとの交流も行われている。

はいテレビ

インターネット

その他
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↑避難民キャンプ

●今後の課題・展望●プロジェクトの成果・まとめ
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南スーダンの生活環境の現状を調べ、2-6Hの人たちに南

スーダンについて知ってもらうために、ポスターにまとめ発
表するというプロジェクト目標を達成できた。そして、この
探求を通して、まずは「知る」ということが大切で、地球上
の様々な問題に対しても言えることだと分かった。

今後は2-6Hの人たちの南スーダンについての認知度がどのくらい
上がったか、事後アンケートとをとり、事前アンケートと比較する。
そして、これからもっと多くの人たちに知ってもらいたいと思う。
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